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1. なぜ新しい研究力評価指標が必要なのか
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式1. Cypherクエリー（OR大学の研究者を著者に含む論文情報の取得）
2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014
論文数 73 69 69 44 58 47 38
共著者数 229 201 201 146 180 168 125
共著者所属機関数 55 58 51 36 38 54 39
外部機関割合 42% 40% 39% 51% 44% 45% 45%
国外機関割合 13% 7% 7% 7% 7% 8% 2%
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式2. Cypherクエリー（O大学の研究者が筆頭著者である論文情報の取得）
3. 今後の展望
学術文献グラフデータベースをもとに、まずは機関ごとの経年のアクティビティーや大学の強みを可視化することができました。今後は学術分野や地域、
国といった大きな枠での分析や、引用-被引用関係、謝辞情報などを用いた分析を行い、新しい研究力評価指標を開発していきます。
図2. 共著者の所属機関属性による分析と論文数、共著者数、共著者所属機関数の推移
図3. 共著者の所属機関属性による分析と論文数、共著者数、共著者所属機関数の推移
